
錨の人工増殖法について

津名郡建国小事校、漬 野 快郎

描の人工増殖について成功されたのは京大の川村智次郎先生である。私は間接ではあるが二回に

わfこり指導賓習をうけに，この方法fこるや至極簡単なもので誰にでも興味をもって行ラこ E が出
来る。今某の方法についてお『惇えする@ 結論から申すならば成長しTこ雌楢の腹部に脊柱動物の脳下
垂瞳( 蛙を利用すれば得やすもうを注射して成熟を促進せしめ卯を押し出し雄鮪の精液を滴下して

受精せしめるのである。

使用器具，薬品 5，管ビン 6，スボイ
ド 7，魔醇ピン 8，乳鉢 9，注射器 10，布切 11，水槽
1. NaCl ( にがりを除< )， K Cl. CaCh...…( 生理食瞳7]()
2. アセトン……( ホバモンの保存用〉
3. エ戸テル戸……L注射絡の泊、毒用)
成寺島促謹 蛙の脳下垂睦を摘出せしむるには蛙の頭部を解剖ば

さみで切開し，悩寵を残す摘でF垂韓は楢龍の裏側にある，一個の大
きさはー粍程の徴小なるぷのであるから見逃さぬ様に注意する。

庭理，取り出し Tこる脳下垂瞳を乳鉢ですちっぷす，中位の楢一匹に謝してーケ宇を O.lcc の

司生理食糧水 CLinger)

!鰭尽|蛙用
可正了I0.75gr 
KCI !  0;035gr 10.02gr 
H ] O  I  100cc I  100c c  

Linger でうすめて注射する。
盤の峰雄判定法

注射後の謹理 6 月頃の気候では注射後12時間位に
て横腹部乞軽t 墜して卯が出る程度がちょうざ良い， 寸る、UM司てれ

る
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く飴色の竿透明〉強〈墜して出るのは未fご熱していなLべ不透明〉注射後40時間以上も放置すれば卯
として要をなさない。産卵は5.000-10.000受精，雄舗の腹部を切開すればこすじの乳白色の精巣が
ゐる，これを摘出して摘、夜を出し食盟水にで薄くする，ぞの情液を雌婚の腹部を: o f tiでつつみ産卵さ
せに上にスポイトで注ぎ落す。

醇化 受精後一重夜位にて府化するが二時間位で白色になれば未受精卵である，時化後三日位で

泳ぎ出す，一週間位は時今換7 k する十日' t > -rこてば水田なり養描場lご放っこ tが出来る。
養鯖上の詞料，鯖は蛋白栄養の重要なる資源でゐち美味である。師料 k しでは ①米粕をといて
やる ①米のとぎ汗 ③ミミズ ⑨イトミミズ・…・・等

注意時化後聞もない子摘は底に泥を薄〈しく程度で別に餌料はいらない。

水田正養翁場とする蒋の注意 肥料に封する寄はあまりないが石茨には害があるようである故散

以上非常に簡単に述べましfこ。意のつ{ せない知，お許し下きい Q 安十るよりも産むが安い。時
期が訪れにら早速モ試みられんことをお奨めします。
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